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　かつてあのガンジーは、南アフリカのダーバンでインド系労働者への人種差別と
迫害に抗い、非暴力思想に目覚めた。
 
　先ごろノーベル平和賞を受賞したピレイさんは、そのダーバンでインド系タミー
ル人の家庭に生まれ、弁護士となり、ネルソン・マンデラらの反アパルトヘイト活
動家たちの弁護を精力的に行い、南ア高等裁判所初の非白人女性判事となった。
 
　その後、ルワンダ国際刑事裁判所（ICTR）の所長として、ルワンダにおける大規
模なレイプなどの性暴力をも「ジェノサイド」とする歴史的な判決を主導し、国連
難民高等弁務官として国連における人権の主流化を推進した。
 
　次いで、現在赤根智子さんが所長を務める国際刑事裁判所（ICC）の初代判事になっ
た。
 
　平和賞の受賞直後、そのピレイさんは、トランプらからの卑劣な攻撃に立ち向か
う赤根さんをハーグに訪ね、激励した。
 
　私たちの「９条地球憲章の会」は、「非戦・非武装・非核・非暴力・平和に生きる権利」
を掲げ、10 年前に結成された。その後の活動の中で、最後の「平和に生きる権利」を、

「持続的な地球環境の下で、（未来世代も含め）すべての人間が尊厳をもって平和に
生きる権利」として深めてきた。
 
　ピレイさんに続き、赤根さんが命がけで守ろうとしている「法の支配」とは、正
にそうした「平和に生きる」権利を中核とした、世界中の人々の基本的人権を守り
抜くということで、権力者が作った法に無批判に従わせるという意味での「法治主
義」のことではない。
 
　安倍元首相以来、高市首相もことあるごとに「『法の支配』に基づく自由で開か
れたインド太平洋」などと口走るが、その実態は「法治主義」のことに過ぎない。
 
　私たちは、米国トランプ大統領による、赤根所長を含む幹部職員と ICC 本体に対
する資産凍結や米国企業との取引禁止等の制裁措置は、国際社会における法の支配
を破壊する暴挙として最も強い言葉で非難し、改めて「法の支配」の真の深い意味
を確認しつつ、ピレイさんらと連帯し、トランプの卑劣な攻撃から ICC と国際社会
における法の支配を守り抜きたい。
 


